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◆開催日：令和6年10月17日（木）、18日（金）
◆会　場：あがたの森文化会館
　　　　 （長野県松本市県3丁目1番1号）
◆参加費：事前登録6,000円（学生会員無料）
　　　　　当日登録7,000円　
　　　　　交流会は事前登録のみ8,000円
※会場受付で現金による参加登録はできません（Web受
付のみ）。参加登録の詳細はWebサイトをご確認ください。
◆プログラム概要（予定）
「コロナ禍を乗り越え逞しく～大正ロマン薫る講堂で是か
らを考える～」をテーマとし、特別講演、シンポジウム、相
談コーナー、ポスター発表と5年ぶりの「交流会」を行い
ます。また機器展示（2日間）を予定しておりますので、多
くの皆様のご参加をお待ち申し上げます。
特別講演Ⅰ「最近の放射線安全規制の動向（仮題）」
特別講演Ⅱ「放射線被ばくと遺伝影響」
特別講演Ⅲ「診療放射線技師の現状と社会貢献」
シンポジウムⅠ 「東日本大震災直後からの復興支援の
　　　　 振り返りからの学びと教訓」
シンポジウムⅡ　企画専門委員会企画
【連絡先】
（公社）日本アイソトープ協会放射線安全取扱部会事務局
Tel：03-5395-8081  E-mail nenjitaikai@jrias.or.jp
詳しくはホームページをご参照ください。
https://www.jrias.or.jp/annual_meeting/index.html

重要です。
　私は特にハイペロンと陽子を直接散乱させることで粒子
間に働く相互作用を調べる実験を展開してきました。ハイペ
ロンと核子の間で働くバリオン間力は、ストレンジクォーク
が含まれることで短距離での力の振る舞いが核力とは大き
く異なると予想されています。そのため核力の斥力芯の起源
をクォークから理解することに直結します。しかし、ハイペ
ロンは生成してもわずか数㎝で崩壊してしまうため、ハイペ
ロンと陽子の散乱データは1970年代にとられた精度の悪い
ものに限られており、バリオン間力の詳細は未だに分かって
いません。この状況を打開すべく、大強度陽子加速器施設
J-PARCで作られる高い強度のパイ中間子ビームを駆使す
ることでハイペロンを水素標的内で大量に生成し、そのハ
イペロンが標的中の別の陽子と散乱する事象を検出する新
しい実験を2018年から展開してきました。その結果、荷電
Σハイペロンと陽子の3つの反応チャンネルの散乱微分断
面積を高い精度で測定することに初めて成功しました。この
成功を受け、理論研究者は我々のデータを再現するように
バリオン間力の理論模型の改善を進めており、今までにな
かった新しい相互作用研究の流れが生まれてきています。
また、Σ+ハイペロンと陽子の相互作用では高い確率で同じ
スピンとカラーを持つアップクォークのペアが出現するため、
クォーク間に働くパウリ原理によって強い斥力が生じると予
言されてきました。この斥力の強さを初めて定量的に求め、
核力と比べ強い斥力となっていることを明らかにしました。
粒子間に働く短距離斥力にはやはりクォークが大きな役割
を果たしていたのです。
　この手法を次はΛハイペロンと陽子の散乱実験へと展開
させていこうと考えています。ΛハイペロンはΛを含んだ原
子核（Λハイパー核）として物質を実際に形成できるハイペ
ロンです。さらに質量の最も軽いハイペロンであるため、中
性子星の中心部の高密度領域で最初に出現しうるハイペロ
ンであると考えられています。最近では、このΛと核子の相
互作用は密度とともに大きく変化し、中性子星内の高密度
では強い斥力になると予想されています。その本質に相互作
用から迫りたいと考えています。

　およそ138億年前のビッグバンで生成された粒子・反粒子
のほとんどは対消滅して光となりましたが、粒子・反粒子の
対称性の破れにより消滅を免れた僅かな割合の粒子たちが
物質を形成したことで宇宙の進化が始まりました。この宇宙
の進化の過程で、特にクォークは「核子」や「原子核」といっ
た異なる階層を作り、多様な物質世界を作り上げました。こ
の宇宙の物質進化がたどった様々なプロセスを多様なビー
ムを用いて体系的に解明しようとするのが原子核物理の役
割だと思います。それぞれの階層で基本的な自由度となるク
ォークや核子（バリオン）の間に働く強い力に基づいて、バリ
オン、原子核、そして物質進化の最終形態である中性子星
までを統一的に記述することを目指しています。例えば、重
い元素の生成の謎に迫るには、ベータ崩壊で陽子に変化す
る中性子が過剰な原子核の研究が不可欠です。また、核子
間に働く核力の短距離斥力の起源をクォークから理解する
ことで、核力の引力と斥力の絶妙なバランスで作られる原子
核の安定性の謎に迫ることができます。そのためにはストレ
ンジクォークを持つ粒子（ハイペロン）も含めた核力（バリオ
ン間力）を解明しようとする我々の研究が不可欠です。また、
物質進化の最終形態である中性子星の中心部では、重力に
よる圧縮で通常の原子核に比べ数倍も密度の高い核物質が
形成されます。これは高いフェルミエネルギーをもつ中性子
がベータ崩壊でハイペロンに変化しうる特異な環境であり、
ストレンジクォークが安定に存在する未知の物質層である
と予想されます。バリオン間力を明らかにし、中性子星内で
ハイペロン（またはストレンジクォーク）がどう出現するかを
解明することは、宇宙の物質描像を確立するために非常に
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　3回にわたり、アク
アワールド茨城県大
洗水族館の特集をさ
せていただきました。

ご存じかとは思いますが、当社は茨城県
つくば市に本社を構えています。都道府
県の魅力度で茨城県は『魅力度ランキン
グ最下位』の常連です。先祖代々茨城県民
である私としては悲しい限りなのですが
…。ここで改めて茨城県の魅力スポット

を紹介したいと思います。
　一番の見どころは国営ひたち海浜公園
でしょう。満開のネモフィラの映像を見た
ことがある方も多いのではないでしょうか。
筑波山もおすすめです。自力登山だけでな
くケーブルカーやロープウェイも利用でき
て、小さなお子様も大喜び。関東平野を一
望できる眺望は大きな魅力です。他にもた
くさんのおすすめがありますのでネットか
ら探してみてはいかがでしょうか。   （M.F.）

プロフィール●2006年京都大学大学院理学研究科博士課程修了 
博士（理学）、2006年東北大学大学院理学研究科 助手、2017年東
北大学大学院理学研究科　准教授、2022年KEK素核研 特別准教
授をクロスアポイントメントで兼務。2023年から東北大学大学院理
学研究科 教授、KEK素核研 特別教授をクロスアポイントメントで
兼務。J-PARCでストレンジクォークを含んだ原子核の研究をおこな
っている。

みわ こうじ
東北大学大学院 理学研究科 物理学専攻
素粒子・核物理学講座 原子核物理分野 教授
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編集後記

●トップコラム／東北大学大学院 理学研究科 物理学専攻 
　素粒子・核物理学講座 原子核物理分野 教授　三輪 浩司
●アクアワールド茨城県大洗水族館／〔その3〕飼育展示
●元素とその放射性核種／〔その15〕カリウム
●お願い／登録変更依頼書のご返送について
●お知らせ／令和6年度放射線安全取扱部会年次大会
　　　　　　（第65回放射線管理研修会）
●お知らせ／第5回日本放射線安全管理学会・日本保健物理学会合同大会

お   願  い 登録変更依頼書のご返送について

　 「登録変更依頼書」は、バッジのご
着用者に変更が生じた時に、ご連絡
をいただく用紙です。登録内容に変
更がない場合、「登録変更依頼書」
を弊社にご返送いただく必要はござ
いません。測定依頼の際は、バッジ
のみご返却ください。また輸送中の
バッジの保護のため、必ず専用のト
レーにバッジを入れてご返送くださ
いますよう併せてお願いいたします。

〔お問い合わせ：お客様サポートセンター〕
Tel.029-839-3322　Fax.029-836-8440

　本合同大会は大阪大学コンベンションセンターにて、
現地開催（対面のみ）で開催いたします。詳しくは大会
HP（https://www.2024osaka.jrsm.jp/meeting/）
をご覧ください。
◆会　期：
　2024年12月16日（月）～18日（水）
◆開催場所：
　大阪大学コンベンションセンター
　（吹田キャンパス：大阪府吹田市山田丘1-1）
◆参加費：（事前登録）
　正会員8,000円、非会員10,000円、学生2,000円
　当日登録はそれぞれ1,000円増
◆内　容：
　一般講演（口頭発表、ポスター発表）
　ほか招待講演、シンポジウム等を予定しております。
◆大会事務局：
　〒565-0871  吹田市山田丘２‒４
　大阪大学放射線科学基盤機構附属ラジオアイソトープ
　総合センター（吹田本館）
　第5回日本放射線安全管理学会・日本保健物理学会
　合同大会事務局
　E-mail: jrsm-jhps_5@rirc.osaka-u.ac.jp

 令和6年度放射線安全取扱部会年次大会
（第65回放射線管理研修会）

 第5回日本放射線安全管理学会・
日本保健物理学会合同大会

大会長：吉村 崇、秋吉 優史

（定員になり次第締切）
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　今回はアクアワールド・大洗の魚類を中心とした生物の
飼育展示についてお話をいたします。
１．飼育員の一日
　アクアワールド・大洗では、海獣展示課と魚類展示課の2
つに分かれて展示生物の飼育管理を行っています。海獣展
示課は前号でご紹介した獣医師2名をはじめ、飼育員25名
が海獣類と鳥類の飼育展示を担当しています。今回ご紹介
する魚類展示課では飼育員20名が所属し、サメやマンボウ
などの魚類、クラゲなどの無脊椎動物のほか、ウミガメ類、
海藻などの植物まで多岐に渡る生物の飼育管理を担当して
います。飼育員の1日は、朝礼でその日の各担当の作業を確
認することから始まります。その後、生物や水槽に異常がな
いかなどを確認する見回りを行いながら、水槽の照明を点け、

開館準備をします。見回り後は、エサを準備する「調餌」から
エサを与える「給餌」、各種館内プログラムの実施、清掃、
生物収集などさまざまな作業をします。夕方には朝と同様に
見回りを行い、消灯をして1日が終了します。朝夕の見回りで
は水槽だけでなく、ろ過装置やポンプなどの設備も細かい
部分まで確認します。この毎日のチェックが、展示生物の健
康維持に繋がっています。
２．魚の搬入と展示
　展示生物は年間の計画に基づいて、地元の海を中心とし
た飼育員による採集のほか、水族館同士の交換や購入など
の方法で搬入し、展示しています。
　水族館では持続可能な展示を目指し、水槽内での繁殖に
積極的に取り組んでいます。アクアワールド・大洗では、こ
れまでに27種類のサメの水槽内繁殖に成功しています。他
の研究機関と連携しながら、調査研究にも力を入れ、繁殖
を中心とした展示の充実を目指しています。
３．日本一を誇るサメ類の飼育展示
　アクアワールド・大洗は、現在、日本最多となる約60種類
のサメを飼育しており、サメをシンボルマークにしている「サ
メの水族館」です。サメの健康状態は日々の行動（泳ぎ方、
呼吸、摂餌）を観察することで確認します。サメはたくさん

のエサを豪快に食べるように思われますが、全長3 ｍもある
サメの仲間のシロワニは15 cm程度のアジを一日平均5本
程しか食べません。摂餌状況を毎日チェックすることで、繁
殖の研究や健康管理に役立てることができます。
　展示においては、大きなサメがいる水槽に小さなサメを入
れると食べられてしまう可能性があったり、近縁種のサメは
交雑が起きやすいため、同じ展示水槽での組み合わせを考
える際は注意して選定しています。
　もちろん繁殖にも力を入れており、これまでに12種類の
サメで国内初繁殖に成功しています。2021年には国内初と
なるシロワニの水槽内での自然繁殖に成功しました。この当
館生まれのシロワニは今年6月で3歳になりました。シロワ
ニの親子の展示は当館だけの光景です。サメの水族館とし
て、シロワニはもちろん、今後もサメ類の繁殖により一層取
り組んでいきます。
　個性豊かなサメたちに出会い、奥深いサメの魅力を知る
ことができるのもアクアワールド・大洗の特徴と言えます。
４．生物の新たな魅力を発見するバックヤードツアー
　アクアワールド・大洗では毎日バックヤードツアーを開催
しています。バックヤードツアーでは水槽の裏側を見てもら
うだけでなく、参加者の年齢層に合わせて解説や内容を変
化させるなど工夫をして、生物への興味を深めてもらうよう
実施しています。バックヤードツアーに限らず館内プログラ
ムは、生物の生態や新たな魅力をお客様に直接伝えられる
ため、飼育員にとって貴重な時間となっています。

　アクアワールド・大洗で多種多様な生物との出会いを楽し
んでいただくため、飼育員は常に生物や水槽のチェックを欠
かさず、生物の健康の維持とともに、生物が持つ魅力がより
一層伝わるよう、調査研究とともに展示業務に日々取り組ん
でいます。
　今号でアクアワールド・大洗の特集は終わりです。みなさ
まのご来館を職員一同お待ちしております。

アクアワールド茨城県大洗水族館

飼育展示
アクアワールド茨城県大洗水族館 魚類展示課 鈴木 理仁

〔その3〕

シロワニ

バックヤードツアー

半減期：13 億年
崩壊形式：EC （10.7%）、β （89.3%）
崩壊生成物：40Ar、40Ca
崩壊図：

　カリウムは原子番号19番のアルカリ金属元素です。日本ではドイツ
語読みのカリウムが一般的ですが、英語圏やフランス語圏ではポタシ
ウム（Potassium）と呼ばれています。このポタシウムは1807年にイ
ギリスの化学者ハンフリー・デービーが電気分解でカリウム元素の単
離に成功した際に名付けたものです。
　カリウムは窒素、リンとともに3 大肥料原料として広く使用されて
おり、世界のカリウム消費量のおよそ90％が肥料用として用いられて
います。カリウムは酸化しやすいため、単体で自然界には存在できず
塩化カリウムとして採取されます。主な産出地はカナダ、ロシア、ベ
ラルーシ、中国ですが、日本は資源に乏しく、輸入に頼らざるを得な
いのが現状です。近年ではカナダの一部鉱山の閉山やロシアによるウ
クライナ軍事侵攻の影響で世界的にカリウムが供給不足となり、今後
も海外のカリウム肥料価格の高騰が続く可能性があると言われていま
す。工業用カリウムとしては、金属処理、液体せっけん、ガラス製造などに使用されています。
　人体にとってカリウムは必須ミネラルの一種で、体内で生成されることはありません。そのため、我々は食
品から摂取する必要がありますが、カリウムは肉・魚・米・野菜・果物等あらゆる食物に含まれています。主な役
割としては細胞内液の浸透圧を調節し、細胞内の水分バランスを保つ働きがあります。神経伝達や筋肉収縮に
も関与しており、体液のpHバランスを保つ役割も担っています。カリウムは大量の発汗や下痢、過度な食事制
限で喪失しやすく、疲労感や筋力低下、さらに進行すると不整脈などを引き起します。
　また、手足がむくむ一因としてカリウム不足が挙げられますが、食塩を過剰摂取するとナトリウム濃度が高
まり、その濃度を下げようと体内では水分をため込みます。カリウム不足の状態ではナトリウムを体外に排出
する機能が低下しているため、結果的にむくみを引き起こしてしまうのです。
　カリウムには24種類の同位体が確認されています。そのうち、39K, 40K,41Kが天然生成物で、39K,41Kは安
定同位体、40Kは放射性同位体です。40Kは地球上における主な自然放射線源の一つで、天然カリウム中に
0.012％存在しています。40Kの半減期は13億年で、89.3％はベータ線を放出してカルシウム40（40Ca）へ、
10.7％は軌道電子を捕獲してアルゴン40（40Ar）へと変化し、この時ガンマ線を放出します。カリウムの摂取
により40Kも取り込まれるため、人体は内部被ばくを受けることになりますが、余分なカリウムが体外に排泄
され、それに比例して40Kも排泄されるため、体内で一定量以上増えることはありません。40Kは地質学の分野
において岩石の生成年代を推定するための放射年代測定に、また考古学の分野では人類の進化における年代値
の決定にも用いられています。　

カリウム

40K

元素とその放射性核種　〔その15〕

・日本語名：かりうむ
・元素記号：K
・英 語 名：Potassium
・原子番号：19
・　 族　  ：第1族
・周　　期：第4周期

・同位体と天然存在比：
　同位体　　　　　　天然存在比 
　 39K 安定同位体　　 93.26％
　 40K 放射性同位体　 0.012％
　 41K 安定同位体　　 6.73%

〔 　　　　　　　　　　　　〕バックヤードツアーは有料で、
当日ご入館後に参加券の購入が必要です。
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　今回はアクアワールド・大洗の魚類を中心とした生物の
飼育展示についてお話をいたします。
１．飼育員の一日
　アクアワールド・大洗では、海獣展示課と魚類展示課の2
つに分かれて展示生物の飼育管理を行っています。海獣展
示課は前号でご紹介した獣医師2名をはじめ、飼育員25名
が海獣類と鳥類の飼育展示を担当しています。今回ご紹介
する魚類展示課では飼育員20名が所属し、サメやマンボウ
などの魚類、クラゲなどの無脊椎動物のほか、ウミガメ類、
海藻などの植物まで多岐に渡る生物の飼育管理を担当して
います。飼育員の1日は、朝礼でその日の各担当の作業を確
認することから始まります。その後、生物や水槽に異常がな
いかなどを確認する見回りを行いながら、水槽の照明を点け、

開館準備をします。見回り後は、エサを準備する「調餌」から
エサを与える「給餌」、各種館内プログラムの実施、清掃、
生物収集などさまざまな作業をします。夕方には朝と同様に
見回りを行い、消灯をして1日が終了します。朝夕の見回りで
は水槽だけでなく、ろ過装置やポンプなどの設備も細かい
部分まで確認します。この毎日のチェックが、展示生物の健
康維持に繋がっています。
２．魚の搬入と展示
　展示生物は年間の計画に基づいて、地元の海を中心とし
た飼育員による採集のほか、水族館同士の交換や購入など
の方法で搬入し、展示しています。
　水族館では持続可能な展示を目指し、水槽内での繁殖に
積極的に取り組んでいます。アクアワールド・大洗では、こ
れまでに27種類のサメの水槽内繁殖に成功しています。他
の研究機関と連携しながら、調査研究にも力を入れ、繁殖
を中心とした展示の充実を目指しています。
３．日本一を誇るサメ類の飼育展示
　アクアワールド・大洗は、現在、日本最多となる約60種類
のサメを飼育しており、サメをシンボルマークにしている「サ
メの水族館」です。サメの健康状態は日々の行動（泳ぎ方、
呼吸、摂餌）を観察することで確認します。サメはたくさん

のエサを豪快に食べるように思われますが、全長3 ｍもある
サメの仲間のシロワニは15 cm程度のアジを一日平均5本
程しか食べません。摂餌状況を毎日チェックすることで、繁
殖の研究や健康管理に役立てることができます。
　展示においては、大きなサメがいる水槽に小さなサメを入
れると食べられてしまう可能性があったり、近縁種のサメは
交雑が起きやすいため、同じ展示水槽での組み合わせを考
える際は注意して選定しています。
　もちろん繁殖にも力を入れており、これまでに12種類の
サメで国内初繁殖に成功しています。2021年には国内初と
なるシロワニの水槽内での自然繁殖に成功しました。この当
館生まれのシロワニは今年6月で3歳になりました。シロワ
ニの親子の展示は当館だけの光景です。サメの水族館とし
て、シロワニはもちろん、今後もサメ類の繁殖により一層取
り組んでいきます。
　個性豊かなサメたちに出会い、奥深いサメの魅力を知る
ことができるのもアクアワールド・大洗の特徴と言えます。
４．生物の新たな魅力を発見するバックヤードツアー
　アクアワールド・大洗では毎日バックヤードツアーを開催
しています。バックヤードツアーでは水槽の裏側を見てもら
うだけでなく、参加者の年齢層に合わせて解説や内容を変
化させるなど工夫をして、生物への興味を深めてもらうよう
実施しています。バックヤードツアーに限らず館内プログラ
ムは、生物の生態や新たな魅力をお客様に直接伝えられる
ため、飼育員にとって貴重な時間となっています。

　アクアワールド・大洗で多種多様な生物との出会いを楽し
んでいただくため、飼育員は常に生物や水槽のチェックを欠
かさず、生物の健康の維持とともに、生物が持つ魅力がより
一層伝わるよう、調査研究とともに展示業務に日々取り組ん
でいます。
　今号でアクアワールド・大洗の特集は終わりです。みなさ
まのご来館を職員一同お待ちしております。

アクアワールド茨城県大洗水族館

飼育展示
アクアワールド茨城県大洗水族館 魚類展示課 鈴木 理仁

〔その3〕

シロワニ

バックヤードツアー

半減期：13 億年
崩壊形式：EC （10.7%）、β （89.3%）
崩壊生成物：40Ar、40Ca
崩壊図：

　カリウムは原子番号19番のアルカリ金属元素です。日本ではドイツ
語読みのカリウムが一般的ですが、英語圏やフランス語圏ではポタシ
ウム（Potassium）と呼ばれています。このポタシウムは1807年にイ
ギリスの化学者ハンフリー・デービーが電気分解でカリウム元素の単
離に成功した際に名付けたものです。
　カリウムは窒素、リンとともに3 大肥料原料として広く使用されて
おり、世界のカリウム消費量のおよそ90％が肥料用として用いられて
います。カリウムは酸化しやすいため、単体で自然界には存在できず
塩化カリウムとして採取されます。主な産出地はカナダ、ロシア、ベ
ラルーシ、中国ですが、日本は資源に乏しく、輸入に頼らざるを得な
いのが現状です。近年ではカナダの一部鉱山の閉山やロシアによるウ
クライナ軍事侵攻の影響で世界的にカリウムが供給不足となり、今後
も海外のカリウム肥料価格の高騰が続く可能性があると言われていま
す。工業用カリウムとしては、金属処理、液体せっけん、ガラス製造などに使用されています。
　人体にとってカリウムは必須ミネラルの一種で、体内で生成されることはありません。そのため、我々は食
品から摂取する必要がありますが、カリウムは肉・魚・米・野菜・果物等あらゆる食物に含まれています。主な役
割としては細胞内液の浸透圧を調節し、細胞内の水分バランスを保つ働きがあります。神経伝達や筋肉収縮に
も関与しており、体液のpHバランスを保つ役割も担っています。カリウムは大量の発汗や下痢、過度な食事制
限で喪失しやすく、疲労感や筋力低下、さらに進行すると不整脈などを引き起します。
　また、手足がむくむ一因としてカリウム不足が挙げられますが、食塩を過剰摂取するとナトリウム濃度が高
まり、その濃度を下げようと体内では水分をため込みます。カリウム不足の状態ではナトリウムを体外に排出
する機能が低下しているため、結果的にむくみを引き起こしてしまうのです。
　カリウムには24種類の同位体が確認されています。そのうち、39K, 40K,41Kが天然生成物で、39K,41Kは安
定同位体、40Kは放射性同位体です。40Kは地球上における主な自然放射線源の一つで、天然カリウム中に
0.012％存在しています。40Kの半減期は13億年で、89.3％はベータ線を放出してカルシウム40（40Ca）へ、
10.7％は軌道電子を捕獲してアルゴン40（40Ar）へと変化し、この時ガンマ線を放出します。カリウムの摂取
により40Kも取り込まれるため、人体は内部被ばくを受けることになりますが、余分なカリウムが体外に排泄
され、それに比例して40Kも排泄されるため、体内で一定量以上増えることはありません。40Kは地質学の分野
において岩石の生成年代を推定するための放射年代測定に、また考古学の分野では人類の進化における年代値
の決定にも用いられています。　

カリウム

40K

元素とその放射性核種　〔その15〕
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・元素記号：K
・英 語 名：Potassium
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・　 族　  ：第1族
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・同位体と天然存在比：
　同位体　　　　　　天然存在比 
　 39K 安定同位体　　 93.26％
　 40K 放射性同位体　 0.012％
　 41K 安定同位体　　 6.73%

〔 　　　　　　　　　　　　〕バックヤードツアーは有料で、
当日ご入館後に参加券の購入が必要です。
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◆開催日：令和6年10月17日（木）、18日（金）
◆会　場：あがたの森文化会館
　　　　 （長野県松本市県3丁目1番1号）
◆参加費：事前登録6,000円（学生会員無料）
　　　　　当日登録7,000円　
　　　　　交流会は事前登録のみ8,000円
※会場受付で現金による参加登録はできません（Web受
付のみ）。参加登録の詳細はWebサイトをご確認ください。
◆プログラム概要（予定）
「コロナ禍を乗り越え逞しく～大正ロマン薫る講堂で是か
らを考える～」をテーマとし、特別講演、シンポジウム、相
談コーナー、ポスター発表と5年ぶりの「交流会」を行い
ます。また機器展示（2日間）を予定しておりますので、多
くの皆様のご参加をお待ち申し上げます。
特別講演Ⅰ「最近の放射線安全規制の動向（仮題）」
特別講演Ⅱ「放射線被ばくと遺伝影響」
特別講演Ⅲ「診療放射線技師の現状と社会貢献」
シンポジウムⅠ 「東日本大震災直後からの復興支援の
　　　　 振り返りからの学びと教訓」
シンポジウムⅡ　企画専門委員会企画
【連絡先】
（公社）日本アイソトープ協会放射線安全取扱部会事務局
Tel：03-5395-8081  E-mail nenjitaikai@jrias.or.jp
詳しくはホームページをご参照ください。
https://www.jrias.or.jp/annual_meeting/index.html

重要です。
　私は特にハイペロンと陽子を直接散乱させることで粒子
間に働く相互作用を調べる実験を展開してきました。ハイペ
ロンと核子の間で働くバリオン間力は、ストレンジクォーク
が含まれることで短距離での力の振る舞いが核力とは大き
く異なると予想されています。そのため核力の斥力芯の起源
をクォークから理解することに直結します。しかし、ハイペ
ロンは生成してもわずか数㎝で崩壊してしまうため、ハイペ
ロンと陽子の散乱データは1970年代にとられた精度の悪い
ものに限られており、バリオン間力の詳細は未だに分かって
いません。この状況を打開すべく、大強度陽子加速器施設
J-PARCで作られる高い強度のパイ中間子ビームを駆使す
ることでハイペロンを水素標的内で大量に生成し、そのハ
イペロンが標的中の別の陽子と散乱する事象を検出する新
しい実験を2018年から展開してきました。その結果、荷電
Σハイペロンと陽子の3つの反応チャンネルの散乱微分断
面積を高い精度で測定することに初めて成功しました。この
成功を受け、理論研究者は我々のデータを再現するように
バリオン間力の理論模型の改善を進めており、今までにな
かった新しい相互作用研究の流れが生まれてきています。
また、Σ+ハイペロンと陽子の相互作用では高い確率で同じ
スピンとカラーを持つアップクォークのペアが出現するため、
クォーク間に働くパウリ原理によって強い斥力が生じると予
言されてきました。この斥力の強さを初めて定量的に求め、
核力と比べ強い斥力となっていることを明らかにしました。
粒子間に働く短距離斥力にはやはりクォークが大きな役割
を果たしていたのです。
　この手法を次はΛハイペロンと陽子の散乱実験へと展開
させていこうと考えています。ΛハイペロンはΛを含んだ原
子核（Λハイパー核）として物質を実際に形成できるハイペ
ロンです。さらに質量の最も軽いハイペロンであるため、中
性子星の中心部の高密度領域で最初に出現しうるハイペロ
ンであると考えられています。最近では、このΛと核子の相
互作用は密度とともに大きく変化し、中性子星内の高密度
では強い斥力になると予想されています。その本質に相互作
用から迫りたいと考えています。

　およそ138億年前のビッグバンで生成された粒子・反粒子
のほとんどは対消滅して光となりましたが、粒子・反粒子の
対称性の破れにより消滅を免れた僅かな割合の粒子たちが
物質を形成したことで宇宙の進化が始まりました。この宇宙
の進化の過程で、特にクォークは「核子」や「原子核」といっ
た異なる階層を作り、多様な物質世界を作り上げました。こ
の宇宙の物質進化がたどった様々なプロセスを多様なビー
ムを用いて体系的に解明しようとするのが原子核物理の役
割だと思います。それぞれの階層で基本的な自由度となるク
ォークや核子（バリオン）の間に働く強い力に基づいて、バリ
オン、原子核、そして物質進化の最終形態である中性子星
までを統一的に記述することを目指しています。例えば、重
い元素の生成の謎に迫るには、ベータ崩壊で陽子に変化す
る中性子が過剰な原子核の研究が不可欠です。また、核子
間に働く核力の短距離斥力の起源をクォークから理解する
ことで、核力の引力と斥力の絶妙なバランスで作られる原子
核の安定性の謎に迫ることができます。そのためにはストレ
ンジクォークを持つ粒子（ハイペロン）も含めた核力（バリオ
ン間力）を解明しようとする我々の研究が不可欠です。また、
物質進化の最終形態である中性子星の中心部では、重力に
よる圧縮で通常の原子核に比べ数倍も密度の高い核物質が
形成されます。これは高いフェルミエネルギーをもつ中性子
がベータ崩壊でハイペロンに変化しうる特異な環境であり、
ストレンジクォークが安定に存在する未知の物質層である
と予想されます。バリオン間力を明らかにし、中性子星内で
ハイペロン（またはストレンジクォーク）がどう出現するかを
解明することは、宇宙の物質描像を確立するために非常に

 三輪 浩司
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　3回にわたり、アク
アワールド茨城県大
洗水族館の特集をさ
せていただきました。

ご存じかとは思いますが、当社は茨城県
つくば市に本社を構えています。都道府
県の魅力度で茨城県は『魅力度ランキン
グ最下位』の常連です。先祖代々茨城県民
である私としては悲しい限りなのですが
…。ここで改めて茨城県の魅力スポット

を紹介したいと思います。
　一番の見どころは国営ひたち海浜公園
でしょう。満開のネモフィラの映像を見た
ことがある方も多いのではないでしょうか。
筑波山もおすすめです。自力登山だけでな
くケーブルカーやロープウェイも利用でき
て、小さなお子様も大喜び。関東平野を一
望できる眺望は大きな魅力です。他にもた
くさんのおすすめがありますのでネットか
ら探してみてはいかがでしょうか。   （M.F.）

プロフィール●2006年京都大学大学院理学研究科博士課程修了 
博士（理学）、2006年東北大学大学院理学研究科 助手、2017年東
北大学大学院理学研究科　准教授、2022年KEK素核研 特別准教
授をクロスアポイントメントで兼務。2023年から東北大学大学院理
学研究科 教授、KEK素核研 特別教授をクロスアポイントメントで
兼務。J-PARCでストレンジクォークを含んだ原子核の研究をおこな
っている。

みわ こうじ
東北大学大学院 理学研究科 物理学専攻
素粒子・核物理学講座 原子核物理分野 教授

ラムダ

シグマ
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編集後記

●トップコラム／東北大学大学院 理学研究科 物理学専攻 
　素粒子・核物理学講座 原子核物理分野 教授　三輪 浩司
●アクアワールド茨城県大洗水族館／〔その3〕飼育展示
●元素とその放射性核種／〔その15〕カリウム
●お願い／登録変更依頼書のご返送について
●お知らせ／令和6年度放射線安全取扱部会年次大会
　　　　　　（第65回放射線管理研修会）
●お知らせ／第5回日本放射線安全管理学会・日本保健物理学会合同大会

お   願  い 登録変更依頼書のご返送について

　 「登録変更依頼書」は、バッジのご
着用者に変更が生じた時に、ご連絡
をいただく用紙です。登録内容に変
更がない場合、「登録変更依頼書」
を弊社にご返送いただく必要はござ
いません。測定依頼の際は、バッジ
のみご返却ください。また輸送中の
バッジの保護のため、必ず専用のト
レーにバッジを入れてご返送くださ
いますよう併せてお願いいたします。

〔お問い合わせ：お客様サポートセンター〕
Tel.029-839-3322　Fax.029-836-8440

　本合同大会は大阪大学コンベンションセンターにて、
現地開催（対面のみ）で開催いたします。詳しくは大会
HP（https://www.2024osaka.jrsm.jp/meeting/）
をご覧ください。
◆会　期：
　2024年12月16日（月）～18日（水）
◆開催場所：
　大阪大学コンベンションセンター
　（吹田キャンパス：大阪府吹田市山田丘1-1）
◆参加費：（事前登録）
　正会員8,000円、非会員10,000円、学生2,000円
　当日登録はそれぞれ1,000円増
◆内　容：
　一般講演（口頭発表、ポスター発表）
　ほか招待講演、シンポジウム等を予定しております。
◆大会事務局：
　〒565-0871  吹田市山田丘２‒４
　大阪大学放射線科学基盤機構附属ラジオアイソトープ
　総合センター（吹田本館）
　第5回日本放射線安全管理学会・日本保健物理学会
　合同大会事務局
　E-mail: jrsm-jhps_5@rirc.osaka-u.ac.jp

 令和6年度放射線安全取扱部会年次大会
（第65回放射線管理研修会）

 第5回日本放射線安全管理学会・
日本保健物理学会合同大会

大会長：吉村 崇、秋吉 優史

（定員になり次第締切）


